
テクノフェスタの報告 
技術部総括技術⻑ 成⽥堅悦 

 
 去る 11 ⽉ 3 ⽇（⽇）秋⽥拠点センターアルヴェ 1 階きらめき広場にて「秋⽥⼤学総合技術部第 11
回テクノフェスタ 2019」が開催されました。テクノフェスタは、⼤学の社会貢献活動の⼀つとして技
術系職員が教育研究活動の技術⽀援を担う中で⽇ごろ磨いてきた専⾨的な知識・技術を地域に公開す
ることを⽬的に実施しているものです。なお今回の「チラシ（おもて）」のデザインは教育⽂化学部技
術部の担当で⼩林到技術⻑が作成しました。 

  
チラシ（おもて） チラシ（うら） 

 
今回各部局技術部から 11 の企画（内容については「チラシ（うら）」を参照ください）を実施し、

教育⽂化学部技術部からは「lightbot（らいとぼっと）でプログラミングしよう！」と題した企画を⾏
いました。企画の内容は、来年度から⼩学校でプログラミング教育が必修化されるため、プログラミ
ング的思考が養える教材を準備しました。（無料アプリ版の「lightbot:Code Hour」をインストールし
た iPad を⽤いた。アプリの内容は、アイコン化されたコマンドを並べてロボットを操作し指定された
マス⽬のランプを点けると次に進める。8 個のステージをクリアすると終了。）時々⾬が降るすっきり
しない天候でさらには 3 連休の中⽇という⽇取りのためか昨年の半分程度の 216 ⼈の来場者があり、
我々の企画には 82 ⼈の参加がありました。未就学児からご⾼齢の⽅まで幅広い年齢の⽅に体験いた
だきました。参加者の中には他の企画を回った後、続きのより難しいステージに挑戦する⽅も数名い
た。何度か失敗をしてクリアできた時の達成感が「うれしい」、「気持ちがよい」と喜んでいた⽅や、
幼い参加者が⾃分の⼒でステージをクリアしていく姿に、保護者が驚いている姿が印象的だった。 

今回の企画がプログラミング教育に興味を持つきっかけ作りができたのではないかと思った。 



  
lightbot 

 

  
会場⾵景 操作の様⼦ 
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